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 昨年５月、党社会保障制度調査会「創薬力の強化育成に関するプロジェクト

チーム」の提言において、医薬品産業を基幹産業に位置づけ、司令塔を設置し

て創薬力強化に向けた国家戦略を策定する方針を打ち出した。その提言に基づ

き、首相官邸主導で「創薬力の向上により国民に最新の医薬品を迅速に届ける

ための構想会議」（以下、「創薬構想会議」という。）が設置され、本日、中間

とりまとめに向けた状況報告と概要の説明がなされたが、基本的には党の提言

に沿っていると評価したい。 

 他方、その推進やとりまとめに当たっては、以下の点に特に留意すべきであ

ることを、改めて当合同PTの総意として強く申し入れる。 

 

１．医薬品産業を国家戦略上の「基幹産業」として位置付け、政府全体として

統合的・整合的な戦略を策定し、その執行・推進を担保すること。 

 

２．創薬構想会議の中間とりまとめを受けた施策の推進においては、日本医療

研究開発機構（AMED）がある中で、「新しい組織」に拘泥することなく、

AMED 事業などの施策を最大限に活用・連携すること。また、第２期

AMED中長期目標期間が終了しつつある中で、関係の施策の検証・総括を

行いつつ、今までの事業の改革・改善と新たな取組を組み合わせながら効

率的な事業運営を目指すこと。 

 

３．その際、既に内閣府に健康・医療政策の推進を司る健康医療戦略事務局が

定常的な組織として設置されていることを十分に認識し、前述の党提言で

も指摘したように、シーズ創出から産業化まで一気通貫で政策推進できる

よう、同事務局は関係省との連携にあっては中心的な役割を果たすこと。

政策推進の段階に応じて、所要の機能・体制の見直し・強化を行うこと。 

 

４．併せて、日本医療研究開発機構（AMED）においても、本来のミッション

である「医療分野の研究開発、環境整備の中核的な役割を担い、基礎から

実用化までの一貫した医療研究開発とその成果の実用化を図る」機能を十

分に果たすことに加え、本構想会議の実現に大きく寄与すべく、来年度か

らの第３期の中長期目標期間を契機に所要の機能・体制強化を行うこと 

 

右、決議するものである。なお、党としても、本構想会議を受けた政府の対応

状況については、定期的に報告を求めるものである。 


